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した。通常講義の一環として，私は 2014年 1月 7日に「東南アジアの歴史―戦前から 1950年
代まで―」を講義し，その続きである 1960年代以降の「ASEANの歴史と現状」を早稲田大学
客員教授の西村英俊先生にお願いした。講義後，予想もしなかったことだが，篠原初枝研究科長
から花束の贈呈を受け恐縮した次第である。
私の学術的な歩みに関しては，業績一覧を参照されたい。2005年まではかつてまとめる機会が
あったため，きちんと著作，論文別に整理したが，2006年以降は積み残しの課題の処理に終われ，
十分な時間もないままに，時間切れとなり当該年に発表した著作に限り収録することとした。
早稲田大学アジア太平洋研究センターの紀要である『アジア太平洋討究』には退職した元教授
も投稿資格があることを，同誌出版担当者の村嶋英治教授からうかがった。道半ばであれば，当
然どこかに退職後寄稿する「場」が必要となるわけだが，それは確保されているというのである。
タンクの蒸気が満タンになれば外に向かって吹き出るように，私も書きたい気持ちが充実すれば
おのずと出口を求めて書き続けることとなるに相違ない。その「場」が本誌であれば，また活字
で再会する機会はるはずで，その時までしばしお別れすることとしたい。
業績については，何とも形容しがたいが，数だけは増えてきて「枯れ木も山の賑わい」の観を
呈している。しかし量は少なくとも質の高いものを書くというのが，アカデミズムの世界のなか
では重要な事である。私は，ついにそうした業績を残すことなく早稲田大学を去ることになる
が，当年七十歳，まだまだ老け込む歳ではない。これまでの業績を厳しくチェックしながら，こ
れから先にどんな課題で仕事を進めるべきかを考えてみる事としたい。その意味では，業績の整
理と言うのは，重要な仕事であるはずで，定期的になされなければならない，と考える。定年と
は，そうした作業の一つかも知れない。
